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＜無量寿経＞
tt

〈阿弥陀経ン諸仏名対照一
覧

柴 田 泰

は　 じ　 め　 に

　　〈騨 騨 く1可弥総 嶂 仏名躙 す る漣 の 藷 は・すで ・二 ・三 磯 会哮 察 しue しt・L’）

　そ こ で腰 旨嚇 r は・〈無量寿経〉〈阿弥 陀経〉に限 らず汰 羅 典の 1渚鱒 ・沖 ず撹 〈仏名経

類 （と りわ け、菩提流支訳 『仏名経』 十二 巻）〉に訳語 を変 え て 登場 する点 で あ る。，こ の こ とは
、 大

乗経典相互 の 関係を明 らか に して くれ るだ けで な く、ひ い て は
、 大 乗仏教 の 大 ぎな特徴の

一
っ で あ

．る多仏思想の 成辛
・
犀開

停
資米IP的に 確か な手が か りを与 えて くれ る もの ζ母わ概るb 多仏思想 に つ ・

い ては」原始 仏教か ら考え られて い た 過去 の 諸仏 が、やが て大乗仏教辷至 っ で、未来 ・現在 の 諸仏
’

とな ・ て 麻 た 廡 数 の 都 醗 場 し1繹 す る
rそ の最 た畑 の卑名捌 對 る ぐ仏名経類〉で

涜 る e 中国 1；おい では、それ の みに とどま らず、疑経 の 中に罹大な難とな っ て再構成 され る 、 すで ：

に 、こ う した諸仏名の網題 に っ い ては 、その 意図 を鈍 こ しなが らも、幾多の 論考が認 め られるhr12〕

しか しなが ら、とぐに 大乗経典 にお け る諸仏 名を資料的に整理分析し、明蜘 三辿 っ た硫 究となる と

’

極apて 少なi＞d

　第二 は・求る経典の 諸異本以外 に現 われ 6諸仏 名の 止較株討は、当該経典諸異本の 成立過程 ・描
成 1二砂 閥題 を明 らか に する点であ

：
る 。 全く異なo た資料 に 現 われ る関儒 灘 、は、当該経典の貴重な

異本の 役割 を有す るか らで画る 。 撫 量寿経〉に つ い て 言えば、梵蔵漢七 本の 成立過程 に つ い て 、 と

くに本願文を中心として 多 くの 研究が な され て い るが、なお
痼

無 量寿荘厳繍 三 十六願の 位置づ け

に は 、（四 十 八願奉経 典〉．  先後関係で 1 斗つ の 見解に 別 かれて いる／L31
，
〈阿弥 陀経）では 1六 方諸仏

輔 鵡 聯 名経〉・に 相離 名鑼 妬 れて ・ 醐 て主張 され た の であ翻 こ栃 の点 は、
tt
その 他

の 大乗経典 に お い て もご同様 の 可能性 を含ん で い る．一

肚 の 二 点は ・詫 で溌 表 した 論 考の 大 き嫉 旨で あ る が、更 に御 な点と して は麻 た な訳

例 が著名 な諸僻り解明 に 寄与 する点 、 冷く関係が ない と されて い た経典が同一の 諸仏 を対 忘 して
ttf’　・

場 させ う例を知 るこ とによ らて、相互に関連 しでい る こ とに気づ く点なども知 られちで あろ う。

本称 は ・すで 醗 燕 た二 ・三 の言侖都 お い て、紙数醐 限 などに よ り1鞭 した纈 料に認

艦斜
翫

解 獅
し・罅 聯 説 し・併せ て脚 な謙題 など1謙 するこ t ’

《1｝　「
『

阿弥艶経』六 方 諸1ムの 異名」 σ印仏 研 第23巻第 2 号 ）

　　 「菩提 流支訳
「
仏名犠 の 構成に つ い て 」 （

『
印仏研 ズ 第24巻第 ユ号）

　　 「＜無暈 寿経）σ〜譛仏名1 ぴ印仏研」 第25巻 第 1号〕

　．
なお・無 に は 傭 麺 年瀚 ・ 「鰻 綴 融 儲 ・ 外

・

窟
・

札 幌熔 蜘 大 学硬 窺 号u 鱸 轣
に 郷 に つ い て 」 呻 儲 1 第 15巻第 腸 ）・廡 量寿 徽 法会の 駈 衆」 （・札鰍 谷短鰍 櫞 己要、 靱 号）と

漣 嘯 雛 輝 した が・そ こ で は ・未 だ 畆 名脚 凝 経 贈 どの 酬 は 見 出 しえず灘 量寿経言饌 本 に 限 。 た
・

　比 較検 討 か ち、そ れ らの 成立 過稈を考察 した もの で あ る．
12） た と え

．
ぼ」 禰 賢隆 『腆 の批 半li的 研究・ PP ．86 −89，

N 工工
一E ！ec 辷− onic

’
Ll．］⊃ rary 　Ser ▽
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　 井 ノ ロ 泰淳 「敦煌本 「仏 名経 の 諸系統 ］ （
「
東方学報 ［ 京都　第35冊），

　 塩 人 良道 ［中国仏教 に 於け る礼懺 と仏名経典」 ｛
t結 城 教 授 頌 寿記 念 fム教思想史論集』），

　　　「司　　「中国仏教 に お ける 1ム名経 の 性 格 と そ の 源流 ］ 1：東 洋 文 化研
’

£ itfl’
紀 要』 第42冊），

　 富坂 宥勝
1

仏教 の 起源 1pp ．29ユー332，

　 1［1賀達聿彦 　讐受言己思 想 の ｝原｝充と展 1絹．pp ．68− 89，

　 Weller，　 F．：
Frausend

　 Buddhanamen 　 des　 Bhadrakalpa ，
　 Leipzig　1928

， など 。

c3［ 藤1砿 達 ・
原始i・争腮 想 の 研究 PP ．379− 391． 宮地廓慧 「大1糧 寿異本対［1’Ll9　g一に ）・ 〔「

印1珊 ・ 第2蜷

　第 2 号）参照

1：41　房賽日ヨ†専．「：、　自f了ま局書、　pp ．　213　221、．

　　　　　　　　　　　　　　　　 〈無量寿経〉諸仏名

　　 1．過去仏名

　 （無量寿経 1 に お い て、諸仏の登場 す る記述は 、まず第一に 、正宗分 の 冒頭 に 認め られ る、，本経

正宗分の 書 き出 しは、

　仏、阿難 に 告 げた ま わ く。
「乃往過 去久遠無 量不 ・if思議無央数劫 に 、錠光如来が世 に 興出 して、無

　量の 衆生 を強化 し度脱 し、皆得道せ しめて 、乃 ち滅度 を取 りた もうた 。

　次 に、如来が お られた。名づ け て光遠 とい う。 その 次を月光と名つ く、次 を栴檀香 と名つ く、次 を

　善山王 と名つ く、 ・・・・・…　 、次 を竜音と名つ く、次 を処 世 と名つ く、此の よ うに 、諸仏

　は皆 悉 く已に 過 ぎた まい き。

　そ の 時、次 に 仏がお られ た ． 世臼在工如来 ・応供
・
等正覚 ・明 行足

・善逝 ・
【止間解 ・無 一Ll士 ・調

　御丈夫 ・犬人師
・仏 ・世尊と名づ  

II

で始 まっ て い る。すなわ ち、法蔵菩薩の 師で ある 匱自在王仏 まで に、錠光如 来か ら多 くの 過去仏が

出現 され た こ と を説 い て お り、古 来 〔過 去五十三仏〕 と称 して い る 。 とこ ろで、こ の過去 の諸仏は

諸異 本、並び に他 の 資料で は、そ の 数 が
一致 して い な い 、，諸資料 と世 自在

iF．仏を含め た数 を挙 げる

と以下び）通 りで ある屮

「

大阿弥 陀経 』　 支謙訳

r
無量清浄 平等覚経』　 攴婁迦讖訳

「無量寿経 」　　康僧鎧訳

1
’
無量 寿如来会 1　 菩提流支訳

r無 量寿荘厳経 』　 法賢訳

梵本 Sukh 亘vatTvy 售ha

34仏

37仏

54仏

42fム

38仏

81仏
c3’i

チ ベ ・
ソ ト訳 　Ilphags　hod　dpag　med 　kyi　bkod　pa　shes 　bya　ba　theg 　pa　cheii 　pobi　mdo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 82仏
．’
仏 名経、巻 四　菩提流 支訳

　 　 ク 　 　 巷 十
．一

　　 〃 　 　 巻 卜．二

　　 〃 　 　 巻十二

「十住毘婆沙 論 1 「易行品」　 羅什訳

敦煌 ス タ イ ン 本 No．6761

30V、　（f麦半欠 く♪

45fム

26V 、 （途 中欠 く）

41仏 〔前 欠 く）

91仏

48仏

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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脚 樋 去卿 勳 られ・韻 ・｝即 数 で 机 こ

髄
｝ヒ鰍 言寸す る 一f と 1三弗 て

詫
で に 発表し た 論考の 諸点が より明 らか に納得 され るで あろ う6

・rtこ で、その要点 を再説す る とご．

1・鞘 趣 … 御 燐 ・ ・紐 ・ ・簿 ・解 嘩 螺 動の 桝 こ と力囎 で

縞
　21 梵毒とは 最もよ く対応する漢訳資料は諸異本で は なぐ評易行品」で ある。

　3 ．漢訳資料か らみで、最 初は40仏前後の形態で あ っ た 。 従 っ て 、
梵本 ・「易行品〕の後半部  

　 諸 仏は、後に 増広 され た L
，

　4 ．・　 ．
e無量寿荘厳経 」 には、梵本 ♂ 丁易行品 」 にの み 相応す る仏名が ある。 ．

　5 ．嶂 無量 清浄平等覚経ズ無量寿経 、

广
に は 査 定で きない 仏名が 多い

， ．

な どで ある 、．
・

　　・2 ．十三 仏名 ．

　諸仏が説かれ る第二 の 記述は 、 第亠 の 過去仏が 正宗分の 冒頭で ある の とは構成⊥対蹄的 に 、正宗

分の 最後に環 れれる。瞬弥 陀仏の 本願、浄 ．Lの 荘厳 、 往生人 の 因果 が説か れ終 つた子琴に
》

他方 仏 土

φ鐸 蜘 浄墫生躍 卿 るが・か れ 嗷 憶 ・数醜 の 菩薩の 財 る1ム名土 興 め られ る ・

．

∫
低 弥鵜 舗 た ま採 ・ 鴨 我 が刹の鰭 隣 の み彳皮の隙 雛 す る に 莇 ず1櫛 r！緋 も・

亦働 く瓢
・
勘 第

・…
嘩 名づ けて遠靴 唾 彼 ・・

．に百八
’
臆 鰭 薩船 皆 超 F

雑 すべ し その 鄲 離 移 づ 1ナで蝋 胡 ケ…
°’

∵ ・ その 第＋三の 仏 銘 づけて搬

  裘1訴騨
億の

騨 殺騨 の鑼 蹴 礁 の 称言†1ナベ 郷 騨

こ こ でめ諸仏数は 、〈無量寿経〉渚異本、並びに
ab

仏名経．F　 4個所」易行品」、
 

いず れ毛十二 仏か ら

＋四
’
聯 飾 づ で汰 き搓 異は なL．

こ
・ 佑 て・堺 の 擁 で の 増醐 鋤 ’

う た
『

と に なるが・

こ こ で 問題 に さ れ る点 をす でに 発表 した論 考か ら挙げる と、

　 1 ．こ の 章i．t
、

（無 量寿経：〉
’
全体の 構成の 上 で異質で あ る 二

6：1

　 2．　 〈仏名経 類〉で は、〔過去 仏〕と 〔卜三仏〕 と が一
類 の 諸仏 と さ れ た

、、

と い う点 である。．

　以 ヒが、〈癌量寿経〉諸仏名につ い て 、 最近発表 した論 考の 要旨で あ っ た が、．こ れ らめ諸点は後の

図表 を見 る こ と に よ っ で 、よ り具 体的に 知 られ るで あ ろ う。

　 ．く無 量寿経）； に は 、以 上の 〔過去 仏 〕、〔十 ll仏 名〕の ほ か に 、序文 に 鉛 い て 、
广
釈尊の説法 を聴

聞する備 聞罐 越 い は・棚 冬陀仏の 輝 嗽 力 を醐 頻 辮 尓廿 二 光仏〕耀 莇 嫡 ポし

か しなが ら、前者g） 〔声 撮菩薩｝の比較検討 に ？い て ば、か っ て対照表 を掲示 し1（考察 し、漢訳渚

勧 繍 が聯 よ ’f）　t・
’

．
「Lali・avis ・ar ・ ・

．
の 順序 t［1・ir・i

一
応 す る黼 ・諸鉢 畷 牒 係 などを指織

・ぜ

懲 の 〔・に 鄰 ・比 醗 でも・ぐ無鸚 経儲 蹴 の比較沖 国以 陶 ・別 酵 して 沃 黏 広 経 ・
，

『
仏 名続 三 卜巻！九聶往生 陀羅尼経 』 惚 どの疑経典 に転 1羽される こ と を発表 した。

8
渉 で に 、両者

繧轡聯
麟 示 した し灘 に脚 噸 欄 出 しk

・
な嘩 こ こ蜘 上

lll 『

騨 寿経 ・ 囎 潔 齬 ・2 ・266 ド
ー267 ヒ｝・1 以 降 の 彌 1・紳 鳶 、細 〈紕 三 鼎 〉・・

− 6 と しで曝
もf嫻 趣 て い る輟 輝 い 6・・　f9・し、訳者は 鰍 躑 軅 で ある 藤 山宏達 ・

貅 浄土騁 嘱 究 、 貼 35− 961。

NH −Electrori エ c 　 Llbrary 　 SerV −
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　　また、引用文 の 中で
こ
次 に こ と諸仏 が古 い 年時 か ら新 しい 年時 へ と次第す る本経 〔その 他

「

大阿弥 陀経 』 、
『

無 量

　清浄平等覚絃 ρ に 対 して、
こ

その 前に こ と新 し い 方 か ら古 い 方へ と次 第す る 異 本〔
「
無量寿 如r来会⊥ ．『無 量 寿荘厳縄 、

　梵 本、チ ベ ッ ト訳 ） と訳 文 の 対 立 す る二 説 が あ り、か っ て種 々 論議 さ れ た tt 今日 で は、梵文 p 乱 re11 乱 paratarath

　 （前 の さ らに 前 ｝ か ら問題 は ない と され て い る 。 坪 井俊 映
「

浄 ⊥ 三 部経概 説 」 pp ，68− 72、藤「珥蓴士、前掲 書、　pp ．

　 177− 181、参照、

〔2〕　 く無量寿経：） 諸異本に っ い て は．経 名
・
訳者

・成 立 過程 など論及すべ き問題 は 多い が、こ こ で は、一
般 に 用 い ら

　　れ る経 名 ・現 行本の 訳 者な どに 従い 、出典個所 も省略す る。その 他の 資料 の 出典 は、

　　
「fム名経 」 巻 四 、i−一、

’
1−「 （大 正14 ・134中、178．上、下、工80 旬

　　 『・何主毘婆沙論」 「易行品．1（大止26 ・42 卜　43」．1｝、なお 当該仏 名は 疑経
「
十方千五 百 仏 名経 』 〔大 止14 ・313ド）に その

　　 ま ま転用 され て い る，、

　　敦煌 ス タ イ ン ／tgNa．6761に つ い て は 、拙稿 「浄 土 教関 係疑経典の 研 究回 」 （
「
札幌 大谷短 期 大学 紀 要』 第 97｝、　 pp ．

　　127　128〕．「司 「自
阿弥 陀経 1 六 方諸 fムの 峩名」（

『
印1ム研ヨ 第23巻第 2 号 ）参照，

　 で あ る。

〔3：ISukhavat τvy 忌ha，6dj燻 par 　A．Ashikaga ，　 p ．5，　 t ．7−一一p ．6，f．23c 但 し、当 足利 本で は、第54fム に 当 るCandana

　gandha を欠 い て い るが、荻原本
・

チ ベ
ッ ト訳 （『梵蔵禾li英合壁浄土 二 部経 エp ．14，ム 9、p．288，ム 18）に よ り補正 した 〔藤

　田宏達 じ梵文和訳無 量寿経
・1・動 ⊆陀経、 pp ．4849 、186参照〕．

／14）　　
．‘
無 量寿経一〔大 〕iモ12・278 ド）u

・15）　 仏名経」 巻三、替ヒ、巻十
』、巻十一一二 〔大正14 ・129中、151下、178 ．ヒ、180 ヒ中）、

一
卜住毘婆沙論」 r易行品」

　 （大 「ピ26 ・43一ヒ∂

〔6｝ こ の 説 は 、は じめ に 藤 田宏達 博 士に よ っ て指 摘 さ れ た 〔「

源 始 浄
一E思 想 の 研 究．pp ．174− 175

’
）v

I17 ） 拙稿 「無 量寿経 説法 会の 此 丘 衆」 （
’
札幌 大 谷短期 大学紀要、 第 4 岩 ）D

C8｝ 拙稿 「無 量 寿光 1』二 光 仏 に っ い て 1 〔脚 1ム研 」 第 15巻 第 2 号）、同 「浄⊥ 教 関係 疑 経典 の 研究Hj 〔
「

札幌 大 谷短期

　 大学紀 要．1 第 8号 、pp ．124、128−−129、141− 142）、同 「浄 土 教 関係 疑 経 典の 研 究 L ｝」 ｛コ
札幌 大 谷短期 大 学紀要⊥ 第

　 9号 、　P．121）5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈阿弥 陀経〉六 方諸仏名

　 ぐ阿弥 陀経 〉 に お い て 、諸仏 名が登場す る記述は 、こ の 比較的短 か い 経典の 中で、そ の 後 半部の

殆ん どを占める所謂 〔六 方段〕 で あ る。

　舎利 弗よ 、 我れ今、阿弥 陀仏 の 不可 思 議功 徳を讃歎するが 如 く、東方に 、亦阿 閥髀仏、須弥相仏、

　大須弥仏、須弥光仏、妙音仏が お られ る、．・・ e ・・、

　舎利 弗よ．，南方世 界 に 、口月燈仏、名聞光仏、大焔 肩仏、須弥燈 仏、無量精進仏が お られ る、

　 　 　 　 o

舎利 弗よ 。 西 方
．
阯界 に 、蕪量寿仏 、無量 相仏 、

舎利弗よ，， 北方 世 界に
、

・…
　　

−
t，

舎利弗よ 。 　ド方世 界 に 、
・…

　　   ，

舎利弗よ、， 上方世 界に、 ・・…　　ge
と、六 方 の 恒河沙数 の 諸 仏が

こ
是 の 称讃不 可思議 功 徳 一

劬諸仏 所護念糸斈鳶 の信 ずべ き こ とを證誠す る 。

　こ こ で 、六 方諸仏 を記述する諸資料 を挙 げれば、〈阿 弥陀経〉梵本・
チ ベ ッ ト訳 ・漢訳二 本 羅 什訳

・玄奘 訳）の 外に、『仏 名経』 巻六、巻 十
一

、r阿弥 陀讃 ・切諸仏所持之法経」 （蜆 在 十方 T一五 百仏名並

雑仏 同号 ‘ 所出）、並 び に 此等 の 経典 か ら転用 した仏 名疑経で あ る尹

　次に 、 こ の 六 方諸仏 に 関 す る従来 の 諸説 で あ るが、就中、最 も大 きな 兄解 は、藤田宏達博士 に よ
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　っ て主皹され た仏名経類か らの転用説で あろ う13博 士ぽ、．ご の 章の く阿弥陀経Σ全体の構成上 ρ矛
盾、と りわけ古来 か ら様々 に会通 され た 洒 方世界の無 量寿仏 ぐ が吏に阿弥陀仏 を謹歎 すると い つ ．

矛盾と
、

・
緯什訳 と 1仏名経』 拳六 とρ密接 な対応関係よ り、

k
こ れは木来 こ の 部分が仏 名経類 から輯

胤 た もの で晦 と蟻 さオ・た 6　 ：
’
た・矧 騨 鰍 の 指癡 れ た r陽 貿謄 嘯 鰍 齔 法

経」
’
に っ 漉て も検討す べ き であろ うL4：

　　こ の 二 つ の 兄解を参考≧yて 、 筆者が す で に 論考 し た 要点 を諸資料の 検討に 限 っ て述べ ると 、

’

　　1 ． 郡可弥陀讃
一

切諸仏所持之法経」 の 諸仏名は、何 らかの漢訳 か らの転 用で ある 6

　　2 ．この 諸仏名は 、 敦煌 ス タイ ン 木No．6761、 『
十方 千五 百仏名経 』、

『
現 在÷方千五 百仏名並雑仏 同

　　 号』 所出の て称揚諸仏功 徳経」（現行本には な い ）に も見 出せ る。

　 ．3 ．　
「
仏名繊 巻 十一一．Aに も、訳語を異 に して現 われ る 。

と い う点で あり、更 に マ 侮 らか の漢訳経典 ・
そ の 原本の 推定 、〈阿 弥陀経〉と く仏名経類〉の関連 匪、

’
中国で の訳経状況 な どを考察した。

　　ここ では 、その 際 に割愛 した対照表 を挙げて おこ う。

．
A ｝

『
陶勇1陀経』 羅什訳 く大正12ご347中

一348上）r
C2）　

’
『
仏 名 織 巻六、十一

（大正14・．143中、174中）。

　　　「陦弥陀讃
一
切諸仏所持之法経」（大正85・1447中下）。

　　
・諸仏 名を転用す る 経典 と して は、「

不思議功徳諸仏所護念経』 （大正14 −’360下、363中、lat上｝、じ
十方モ五百仏名経u

，蒲 毳
3

撫熱 撫∵蛮豊
臘 聯 鰍

岬
艇吻 鰐

ゆ 歎 麟 鴫 沙余齶 説 ・ ．LPP ．・198− 201．

　 以上が、ぐ無量寿経〉〈睡弥 陀経〉諸仏名に づ い て、すで に発表 した論考の 諸資料とその 要点 で あ ら

・猷 齲 で igk・そ嘛 影 他 日黻 予定 ・ と註記し・ 讖 でき帥 つ た対1醸 を嶄 る聯 で ある ・

ttそ こ で、最後に こ の対 照表 か ら知 られる以 ⊥の 要点 の 外に 、すで に 少 しく関説 し、かっ 具体例を

記 せ な加 た； ？の  開 ・肚 磯 点 か ら絶 す る今後の 謀題 など 騨 言 印 お き た い
。

　その第一1執 騎 め に 趣 たよ ）
．
に・

’
こ う した 腮 は く鱆 寿経〉銅 弥陀経｝轡 鱗 なく・一

その 他礎大乗経典の 諸仏に も必 要な点で ある 。
た とえば 「仏名織 に は

「法華経 、嘩 厳経』
『

悲華経』

など、大乗仏教 を代表する重要な経典の 諸仏が訳語 を異 に Uて現 われ て い る。 しか もぐそれ らは現

鉢 とすべ て郷 して 幽 けで ・よな・ 諮 品・ よ ・ て対応す る もの と全 く調 られな暁 の 滅
广
し1は経興に散出する もの などが ある。

こ の こ とは、当該経典の構成 土の 素材 ・各品の 先後関係 s

’
更

・に は 成立過程 に関与するだ財でなく・同’一” の 仏名 を見出す 帯とによ っ て、弐 乗経典楮互の関係をも

教 えて ぐれ るで あろう。

鵜 ま・〈孀 飜 〉・  勧 磁 理 と・そ・ 喫 やられ る海 な木総 鋤 晝者  糠 が あ…

《儲 経飆 の 厳 とそ碾 開は
，

職 的 1・は、小部め ダ！レ
ープカ・あ づで そ 競 が働 1・関凱

黔 し て・賜 媾 縫 殫 す る仏名経 ・黻 ざOt・ と予 想 されるへ
广
こ うした 纏 経類〉醐 ．

互 関髄 興 しe け継 なら処 すで ・筆都 ・
「仏機 忙 巻 ・認誕・肋 納 韈 ・畭 仏 ・う

广
い て ・そ の 該 当舛 燥 皺 と どSt・指 摘 じてお い た カ1、ま裁 それ よ ・，総 る か に多 い 騨 れた

諸仏妬 艨 た鮒応棚 糠 中で苑 また ・ぐ酩 繍 〉相互 の 齢 ・
？

い て も瀦 ん ど硼 の

．部分が 多 い 二
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108 柴　　田 泰

　以上の 二点 は、未だ資料的 に も明確 で ない 多仏思 想の 成立 ・発展等 に 明確 な手 が か りを与 えて く
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

る重 要 な課題 で あ ろ う 。 個 々 の 判明 した大乗経典 に っ い て は 、追 っ て 考察する r走で い る。

　第三 に ぱ、こ う して知 られた 当該経典以 外の 、諸資料に認め られた相応仏名の 訳語 に よ っ て 、著

名 な仏 の資料 に 関与す る点であ る。た とえば、阿弥 陀仏の 訳語 と しで 、 わ れわれは 阿弥 陀 ・無 量寿

・無量 光で あ る こ とを知 っ て い るが 、か っ て論議 され た甘 露光、無量光明 の 訳例 が ある こ とを
「

仏

名経 J に よ っ て知 るこ どがで きる。こ の こ とは、他 の 諸仏 にっ い て も同様で あろ う。

　第四 に は 、疑経 に認 め られ る大乗経 典諸仏の 転用 の 問題 が ある、， 〈無量寿経〉〈阿弥陀経〉諸仏の 転

用例は すで に述 べ た が
、 中国仏教に お ける諸経典 の 受容 な どか ら推測する と、予想通 り、

『

法華経 』

『般若経」 などの 仏 ・菩薩 ・声聞が そ っ くり転用 され て い る 。 逆 に 、こ れ らの 諸例 は、中国社会に

お け る諸経典の影響 、 流布 を知 る Lで の 例證 に な る で あろ う。

　第五 に は、敦煌仏名経 の 問題 が ある tt すで に 、
「
仏名経 』 卜六 巻 、 卜八巻、二 十巻 の 復 元 は井 ノ ロ

泰淳教授によ っ て なされて い るが、敦煌仏 名疑経 に認 め られ た く無量寿経〉〈阿弥陀経〉 にな く、
「

仏

名経 J
一
卜二 巻 に もな い 過去仏、六 方諸仏の 異名の 出現 は、今

一
度敦煌仏 名経 の 再検討 を意味 して い

る， こ の 例 は、他 の 大乗経典 の 諸仏 の場 合に も同様で ある と仮定 して もよ い で あろ う。
二 の 場 合、

〈無量寿経〉〈阿弥陀経〉と同 じく、隠 さ れ た漢訳経典の存在 、中国にお ける訳経状況 に っ い て も、

新たな示唆 をもた らす で あ ろ う．，

　以上 の よ うな諸点 が知 られ る と き、本稿は ま だ こ れ らの 端緒 にす ぎな い 。 各分野 に お け る諸問題

につ い て 、一
つ

一
つ を明 らか に し、多仏思想の 総合的 成果を探求 して い く予定で あ る 。

※　 〈無 畦寿経〉　（阿弥陀経 〉以 外の 、現 在 ま で に 認め えた 大乗 経典の 諸仏 と 『fム名経 」十
．
二 巻 の 対応個所 は以

　下の 通 りで あ る、，

　 　　 　経

『決定毘尼経」

『大．哀泉斈ρ1
『賢劫経 」

「宝網経』

厂滅 十 方 冥 経、［

『普 曜経 』

『法 華経 」

『
．
華 手経 』

典

竺 法護訳

　 ク

〃

『称揚諸仏功徳6・￥」

『悲華経 』

『
．
華嚴 経」

『百仏 名経 』

『　1・ニ イ！へ名挙申】1兄糸耄ユ

『大宝積経功 徳 宝 花敷菩 薩 会』

　 　 〃

起Ps摩羅f卜言尺
　 　 ウ

　 　　 曇摩跋 5Sf訳

曇 無讖 訳

仏陀跋 馬太羅 訳

　 那連 提 耶舎訳

　 　　 闍 那崛 多訳

菩提 流志訳

　　　　『仏名経』十二 巻 （大 」三蔵経 、第十四巻所収〉

巻 六 C146中）

巻六 （142下一143上 ）

巻三、　四　〔129ドー一・134一ヒ〕

巻 五　〔141 ド）、巻 ヨ
．’一・

　〔177 ド）、巻…十 二 　（17E
一
ド）

巻 二 （129下）、巻十
一
： 118〔｝中）

巻…i一二 　　（180　k）

巻 五 （14〔沖 下）、巻 十 二 （179下 1

巻 二 、二 （122中一129　 1二：・、巻
．i−一 （174下 一177下）

巻 五 t141　H．一ド）

巻…五 　（139申一140「旨）

巻二 〔121中〕．巻 七 〔1491 ：
− 150 ド）、巻 九 〔1651t」卜）

老…四　　（134　卜二L卜亅）

巻…
＝ 一　〔129Ll」 ）

巻 六 （142下 〕、巻十 r− 〔18〔〕中下 ）

ま た 湘 互 に 対 J，・L・，　fL　／g，を載 せ る経 典、片方 陣 澗 の 認め られ る糸腆 と し
．
（ は・

r華手 経駄 正 16・142中一166上 ） と b
’
＊ ，＊g 宿鰤 仏 羅 』（大 ［

’
F−／・4 ・389上一392中・394中一398」1）・

『決定昆尼経』（大正 12 ・39上 ） と 『八 仏 名，
；｝経 』（大 正 L4 ・76中），

rl一齷 婆 灘 』「易 彳，品」け・正26 ・41中一42・E．X 欟 仏三 味 海経1〔大 正 15… 694上 一
中） と 『罐 群 条』〔大 正24’
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1087k ＞、『大乗宝月童 子 問法 経 』（大正 14・108下一109中）、

『菩薩本業経』（大正 IO・446
’
F − 447上 ） と 『菩薩瓔珞 本業経』（大正24 ・IOIO下），

『宝網 経』1大正哲
・80E − 84下）と 『観 虚 空蔵菩薩経』〔大TEI3・679上），

な ど （但 し、仏 名疑 経 に 認 め られ る明 らか な転 用 は 除 く）で あ る。

　その 他、讃寂、2を記載す る経 典、現存 仏 名絳類 、 疑経 等の 主 な もの を挙げる と、

『央掘摩羅経 』、『仏本行 集経 萎、『大 品般若経』、『兜沙経』、「大宝積経密迹 金剛力土 会』、『中陰絳』、『大 集経』、『奮

迅王 問織 、『憎伽晦経 至、『菩薩瓔 珞 経 』、『金 光 明 最勝 王経 』、「大 乗 不 思議 神 通境 界経 』、「菩 提心 論』，

『于仏因縁経」、『
．1一吉祥経』、r受侍七仏名号所 生功徳経』、『仏冠絳』、「諸仏経』、1仏名紆」 三十巻、『卜方 干五 直仏

　　　　　　 x

名経 』、江五 チ五 亡f仏 名神 囁 経 』、『百仏 経』、『不思議功 徳諸仏 所護念経』、『過去荘厳劫千仏名経亅、『現在賢劫千仏名

経 』、『大 通 方広 経 』、『髪 在十 方 吾五 百仏 名並雑 仏 同 号』

などと、その 諸 異 本で あ る （なお 、塩入 良道 「中国仏教 に お け る仏名経の 性格 とそ の 源流」陳 洋文化砥 究所紀剽

第42冊、参照 ）。
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26，　§Orak 百ta　　　　　　　　　　　　　　　1

　 　 柴 　 田 　 　 　 泰

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 過 　 去 　 仏 　 名

i「大阿弥陀経』

1『無量清浄平等覚経』1「無 量 寿 経』
『無量寿如来会』i嘸 量寿荘厳経』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
提 想 竭 轟 定 　 　 光 錠 　　 光 然 　　 燈 1然 　　 燈

・・ 下 略牌 　 縦 　 遠 苦 　 行
1
鑼 ・・皮・輸

　　　　…　 　 　 　 　 　 発 　 光

凵

安

（

　

　

汚

月

塵

沾

日

無

無

駄

勘

眞鯏蝋

旧

王音大

黝

蔵

光

潔

　

宝

喧

金

焔

地

光

挙

璃

有

琉

細

声

華

月

音

明

田

日

光

黔
昭
聞

嫉

嬬
・

腔

・

∴

樋

攅
恍

大

降

　 　 月 　 　 光

月）香 栴 　 檀　 香

明 山 善 LLi 王

　 　 （須 弥 天 冠）
　 　 （須 弥 等 曜）
　 　 1

　　 …　 　 i
　　 　　 　 色 i　 面 1月

　 垢
1（正
離

無 　 　 著

竜 　 　 天

（夜 　 光）

　 　 　 　 1
　 　 　 　 …

安 　明 　頂

（不 　動 　地 ）

（琉 璃 妙 華 〉

（ヨ流 璃 金 色 ）

　 　 　 　 1
金 　 　 蔵

炎 　 　 光

炎 　 　 根

地 　 　 種

　 　 　 　 …

月 　 　 像

目 　 　 音

解 脱 華
1

荘 厳 光 明

海 党 神 通

（水 　 光）

大 　 　 香
i離 　塵 　垢
捨 　厭 　意

（宝 　 炎）

鐃i離 垢

月　 　 面

旋 　 檀　 香 賛那曩議羅護

蘇 迷 盧 積

妙 　高 　劫 須 　弥 　劫

　 　 　 　 月 　 　 面

　 　 　 面 無 　垢 　面

不 　染 　汚 無 　 　 著

　　　　1
竜 　 天 庵 　 主

山 　声 　王

蘇 迷 盧 樹
　 　 　 　 …

金 　 　 蔵

照 　曜 　光
　 　 　 　 i
光 　 　 帝

大 地 種 姓

光明熾盛琉璃金光

月 　 　 像
i

開敷花 荘厳光

妙海勝覚遊戯神通1

（金 剛 光）

大 阿伽陀香光

拾 離 煩 悩 心

（宝 増 長）

日 　 　 面

rl： 響 音 王

須 　弥 　峯

蔵

光

金

火

地

光

動

璃

不

瑠

王

音

厳

峯

駈

殉

光

苦

峯

　

　

荘

　

在

　

象

切

　

　

華

祥

灘

香

一

猛

月

日

散

吉

黼

脆

大

離

勇
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〈無量寿経 〉　〈阿弥陀経〉諸仏名対照
一

覧 111

比 　較 ・ 対
〜

照 　裏

r仏名織 巻凶

然 　 三 燈

大 　威
’
徳

恫 』巻 十 一

然 　 〆燈

大 威 徳 力

弥

泊

旋

須

月

不

・广
面

香

山

劫・

　

齟

　
．

染

．

檀

留

留

月

栴

弥

弥
．

伏

無

竜 天

『同」巻 十 二

大 威 　徳

月 ）［月
檀

劫

色

tt染

降 伏 ・竜
竜 　 　 天

　 　 　 光

栴 檀 　香

項 　弥 　劫

（山 　 積）

「同』巻 十 二

色

色

染

 
垢

月

無

無

色

染

垢無・

無

　 　 　 　 ｝ ，　 　 　 　 　 ，

　　　　溢 色 鏡 副　 　 　 　 こ　　　　，

・ 舶 袵 険 ・ 細 三

　 　 　 　 1

　　　　 …
須 弥 lll臨

竜 ．　 』券

金 　 　 色

山 吼 自在 王

金 ．　 ．　
’
ee・（須　弥　蔵）淦

火 　 ・　 光 （供　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・樹提 晦 ）　 i・

　

　

　

　

火

璋

　

知

　

　

广
参

養

＿ 纛 巍

・
自

蔵

光

在

（琉 璃 華 ）

H 　 豫驚 伏
ピ

朋
〕

　 勝

（月　　  声） H　　
ttt 声｝（月 ．　　声）

散華光明荘厳 散 華 荘 ：厳 散 華 荘厳 光

・
海山智惷奮退通

（金 彫 光）
’
大 tt香 　光

遠 離 膜 恨心

1海山智奮迅通

詠 ttt 光）

大 委 鏡 豫

膝 恥 蜀

大 香 去 照 明
广

離
一

切染 意

（聚 集 宝 ）

勝
竜

「易 行 贔」

然 　 　 燈

威 　
tt

勢

栴 　檀 　香

如 　須 　弥

月 　 　 面

（浄
’
　 面）

無 　 　
’
染

竜
竜
天

金
’

光 　明

勝声因陀羅王

善　須　弓尓　由

善
’
色 　 蔵

火 　 　 光

（威毛恵因陀羅）

地 　 　 迦

（琉 璃 華）
勝琉璃金光 明

月 　 　 勝

日 　 　 ．吼

散華荘厳光 明

娑伽羅勝智奮迅通

（水 tt光 明）

大 香 行 光 明

離
一

切瞋恨意

（宝
冖

　勝）

音
山

金

恍

St賦 醜 76蟹c｛・Sukh ・
广Tibet・

光・

香

　

壇

月

旃

mar
−
me 　fndsad

U’J，ト略：但 し参 考仏 名

記載〉

　 善 山
”
St

　 （Lil　 厳）i
　 （山 　 劫）i

｝月 　 色

　i無 垢 色
・

　 　 　 　 　 き

　 無
tt
　 染 i

　　　　　 ．i
　 降

’
伏 　竜

勝
　 竜

・
　 　 天

　
・
金

’
光 ．明

耄山 喜 ・耳
　　　　　 」

盛・酌 跏 。hs 初

理 （須 詠 巌廾

蔵 （金 宝 磯） gseダ
ーbod

　 i
明）

（梵 　 声）
（琉 　 璃 ）

明

ヨ

尊

齧

　

　

　

　

宝

光

　

　

璃
金

　

　

　

　

璃

火．

依

恥

餾
嬲

貯 　 　 勝 伏． 月 　光
　 　 　 　 　 　 　 　 　 聖
日　 音 　 声

「
（音 　　 声）

華 　
・
荘　厳 厳 柁 浄 光

艫

羯

進
．
穢

馴

齢

　
香

、 ．

蜿
．

完
广

毛

〜

拶
体

九

艦

佳

．
遡

遊
广
紛

関
香
栽

曲

働…

吟
慧

广

根
諂

　

雲

　

　

　

惠

聴

海

休

馗
大
除
離

湧

vai −¢｛irya　sna 直

tsha 轟s
−
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27，　Ratnajaha　　　　　　　　　　　　　　　I

28，輿・hEg・  紬 ・ ・ab ・d凸 i・・巨pt護bl／i−

　 jna29

，　Candras百ryajihrnTkarapa

30，　Uttaptava孟d頁ryanirbh 巨sa

31
・ 鸚 慧飜 課賑。£、 I

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I
・・， 1撚 謡貅 ξ
33，　Pu苧P巨1｛ara

34，Udakacan＆ropama

　 Avidy盃n（癌ak 五ravldhvamsar 温
一

35
　

’1｛ara

36，Lokendra

37
，

MuktacchatrEpravE （；asad ：§a

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 l
38

，
Ti婁ya 　 　 　 　 　

…

39，DharmamativinanditarEj　a

4〔｝，　Sirhhas蔑garak酉屯avinar 互ditarEja

41，S琶9＿ eruc 。。d，a 　 　 ［
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

42，Bra ｝1masvaran 巨d五bhinandina　i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

43，
Kusuma ＄ a函bhava

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

81，Loke惷vararEja

柴

34．楼 夷亘羅

Sukh ．　 （続 き）　 易行品（続 き）

44．PrEptasena　　 得 　　　衆
、

45，
CandrabhEnu ：

日 月

46，Me ・ukfiL ・ 　 　 如 須 弥 LLr

47，　Candraprabha　　　　　月　　　　　　　　ロ月i

48，
Vimalanetra　　　　2浄　　　　　　眼

　 　 　 　 　 　 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 音 声 自 在

49・Gi・… j・・h・ 蜘 ・・1山 　
王

　 　 　 　 　 　 　 　 須 　弥 　頂

　 　 　 　 　 　 　 　 金 　 　 蔵

田 　 　 　 泰

1　 　   　暢購
猛

黜 宝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 功 徳 持 慧 持大功徳法施神通
　 　 　 　 　 　 　 　 　 F

　 　 　 　 I蔽 日 月 光 i映 蔽 日 月 光
　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　

1

　 　　 　 旧 肖 琉 璃 光

妙琉璃紫磨金焔 無 上 琉璃 光 照 曜 琉 璃

噛 脚 能過礪 轟 い 覚 花ト

1　 　 　 月 　 　 明 月 　 　 光

1　 　 　 日 　 　 光 日 　 　 光

（積 衆 華）1華 　色 　王 花瑯絶モ開敷神通

　　　　 1
水 月 光…

水 月 鰰 月 光1
除 　 衆 　冥

旧 光 蓋）
曜 　 和）
1

法 　 　 意

師子威象王歩

｝（世 　 豪）
1

（浄 　 　音）

（不 可 勝 ）

37．楼夷亘羅

Tibet．（続 き）

除

度

浄
善
威

法

鷹
師

竜〔

処

癡 　 冥i破 無 明 暗
　 　 I

　 　 I

　 　 　 真 珠 珊 瑚 蓋

蓋 行1
　 信）

　 宿 ）

　 神 ）1
　 　 底 　 　 　沙

　　慧 黔 慧 k！
子 鱗 師子吼糲 声

　 　 　

　 音＞i梵 音 竜 吼
　 　 i
　 　 世

1
　 　 　 世 　 　 　主

54．肚自在工

Sukh ．　 （続き）

150 ，
Kusumaprablla

51将糶
樋 bhi−

152
，RaLnacchatra

42．eli／間自在王

　 　 　 光）

持 多徳 得 通

過 日 月 光

最 i二琉 璃 光

慧花開心行出生

大 華 林 通 王

（一 月 光）

紐受無 明 黒 n音

真 珠 珊 瑚 蓋

（三乗法自在王）

師了
L海峯自在土

梵音声 自在王

38，世 自在王

易行品 （続 き） Tibet ．（続 き）

浄 　 　 　 明

梵 　 　 劇
琉 　璃 　蔵

蔽 　 日 　 月

目 　 音 　声

華 　 光 　 明

．散 　 　 華

雨 　 　 　 ＃

竜 　 　 蓋
』

・嵩 融
av 責hyupa蠢σ
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殉帽

糶舗
・

囎騰

光

王

通

　

色
广

　

鬘

日

華
華

光月水

藺
广

明無破鍬

、
・　　　

tttl

臣釁猛 総踴 猛

’

出i’
li

多功聽法注持得通
i

日瞬 璃 光
1
勝 琉 璃 i
心筒智多絢蘇摩醗

…月
冖

光ド
目 　 　 光i

　 　 　 　 　 I
縄 攀 郵
融 副
破 無 明 髑

（普蓋波婆翩
’
（皐＝ 宿 〉

一

弗 　
・

沖
法 慧 増 長レ
師子鵝王 齦 レ

梵 声竜奮迅 tt声 竜 奮 迅

岬 騨 醗 上

　　　　　 26（師芋奮迅吼♪

憮 鸚 経〉《瞬陀経儲 酩 ・寸照
一K

E勝 ∫　 積〉
勝 　

・
仙）

住持多卿徳通法

日 月琉 璃 光

心 菩 提 華 勝

（日 　 月）

日　 　 　 光

華 鬘 色 王

鉤 修 弥 多 通

水 月 光 明

臟 薫 明 闇

僭 擁 卸

（増 長 法 楽）

種種師子声増長吼

埜自 在 竜 吼

世 間 僧 在

41，世間自在王

※十三仏名へ 続く

（得 正 憲 ）

持 大 功 徳

嘩 日 明

真 琉 璃 明

（華 超 出 ）
（菩 　 　 提 ）

（持 雑 宝 ）
（開 　智 　慧 ）

（衆 　
tt
華）

水 　 　 　月

破 癡 愛 闇

珠宝蓋珊瑚色

　　　　　レ
　　　　　燗 瞬

　 　 　 　 ∫ X 十三孀 へ 綫く

漁

幽 羅
行

貍
嚇 き）

鋪島謙
器畿 ：瀞解魏 喜

騨
嬬

欝：．i羈欝
，6，＿ 晦 傑乞 毳　

’

：：：鰡
黼 舳

1騰臨∴ l ill灘
’

器畿 凱講 毛型　 ；蹴 瓢 、

雛 意師隷

師 子 　行

（世
ttt

主）

梵 者 　説

華 　　．生

91．世自在王

※ 次

广
第 逆

諫 ＋三儲 へ 続く

　　　　　　　　　　　 μ3

飜 劇
灘鶏法

懃 ．
多贓 日月光｛
日 月 瑠璃 光 i

纏 織 レ
心 出善提 花

（F 渥 照）

花色 王

触 疇 痂 脚

水
〆

月 指

離 無 萌 闇

　　　　 i愧 ・画 db註n −P・

真
騨 蓋レ

癖三惣 

法 意 遊 戯

’

篩子山雷音声

梵

’

音 霹レ

　　　　 i

、。 髄 在王

1
・2．・ bi・・… er漉 ・
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一
P°

1易舳 細 丁・1・ 瞳 ・）
・

　 痔 大 功 徳
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無  

砺
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珠 ・
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114 柴 　 冂1 泰

72
，　RanlaきrT

73，Narerldra

74，Lokendra

75，　KErunii〈a

76，Lokasundara

旨宝

．目

人

世

慈

口

徳

徳 …
　 1

王

三E

非
心 1
　 ：

妙
．

77，Bcahmaketu

78，
Dharmamati

79，　Sithha

80，　Si h｝1ama †，j

肚

梵

法

目イ

相

意

師 　
一
子
・
　 意

81，LokegvararEja　 I世 目 在 王
1

※ L 　
『
大阿弥 陀鶲 の 音訳 仏 名 の 多 くは 査 定で き ない

。 また、Ql刷⊥ 難 か L い の で省略．、チ ベ
ッ ト訳 は殆 ん ど梵本

　 と
．一

致 す るの で 、と くに 参考 と なる仏 名の み を記載 c

　2．　（　 〕内の 仏 名 は榊 、』 しない もの 、また訳 語 と して は適 切 で な く と も漢訳相互 に 相応 す る もの は並 列 した。

　3．本表 は、過去 1ム ＃が諸資料 に 如亅1可な る訳語 で現 わ れ て い る か、全 体的 に み て どの よ うな特徴 が 認め られ るか と

　 い う意図で 表示 Lた もa）で あ る． 従 っ て、厳正 な 言語 学 的 分野 か ら問題 に 弓
．
れば 多くの 難点 が あ ろ うtt た と えば、

　 今 1『知 られ る 梵本の 28写 本 〔藤 F「1宏達
「

梵文利蒿1く無 曦寿経 ・
阿弥陀経」 pp．アー18） の 校 合が必 要 で あろ う し、ま
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